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濃煙進入装置の研究

洞をこのような火災室内に伸展し，熱気と煙の佼入し

ない装置内から放水して火災防ぎょを行なうことによ

り，確実な効果を期待しようとする目的で，いろいろ

と研究を続けてきたのであるが， このたび簡便な浪煙

進入装置を試作することができたので，その構造概要

および実験結果をここに紹介する

要概."" l旦構2 

き

耐火建物，地下街，地下室等の火災ではjE煙および

火災ガスが発生して室内に停滞し，進入路の不明，火

点の確認困難，一酸化炭素その他毒性の存在，さらに

は酸素欠乏等のために消防活動は甚しく阻害される

また， このような場所においては，隊員が長時間消

火作業を行なうことは困難を伴うばかりでなく，その

効果を著しく低下させることは多くの実例より明らか

がしIま

本装置は，第1図にみられるとおり，送風機，送風

管および進入袋の 3部からなっているが主体は進入袋である

そこで，外部から送入された空気の充満している風 である
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(4) 入口

装備した隊員が風洞内に自由自在に侵入するには，

開閉操作が簡単で，ある程度の大きさを保有する出入

口が必要となるので，縦80捌，横60cmのドア一式!'H入

口とし，締めた場合漏気の生じないよう配慮して上下

をチャック式，右側留部をフック式とした.

(5) 防設装置

進入袋自体を火熱から保護するために，袋上部にチ

ャック式L形窓を設け. I債務ヘッドを取付けられるよ

うにし7こ.

3 果

実験した結果は第1， 2. 3表および第 2図のとおり

である.
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第2表進入袋の結合延長所要11寺分

|所要時分

操作別 h本目結合12本目結ム| 備
i了まで |終了まで

70秒 |矢萩式送風機使用
1;袋末端関口部折径
1 60cm 

13011 

考

外部操作

内部操作

第3表進入袋がふくらむまでの時分

条 件|所要時分

送風機|進入袋末端開l
進入袋 i進入袋

←一 一旧部の折係 J_!本の場合 I2本の場合
矢萩式| 伽| 附| 釘

8011 1911 55" 

特機式 60" 11" 24" 

8011 13" 3011 

第2図風速測定結果
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なお，これらの実験に使用した送風機の諸元はつぎ

のとおりである.

。矢萩式送風機

交流単相 100V，0.6kW， 8.6A， 

風量70~100m3/min，静圧20mmAq

。特機式送風機

交流 3相 200V， 1. 5kW， 6.2A， 

風量105~122m3/min，静圧25mmAq

4 実験の考察

各実験項目についてわかったことを列挙してみると

つぎのとおりである.

(1) 進入袋の構造，寸度

(叫袋(風洞〉の寸度について

袋(風洞〉の大きさは，搬送および延長操作等を考

慮、して 1本の長さは10m程度がよいと認められた

また，直径も1.2m程度あれば，内部に侵入した隊

員も自由自在に行動できるものと思われるので，現在

の大きさで充分と思われる.

(防出入口について

出入口〈侵入口〉のi回数については，第1図でわか

るように各袋に 1ケ所設け，大きさは縦80cm，横60cm

としたが， この大きさは適当であると認められる.

またこのほかに 1本の縦形チャック方式も実験し

てみたが，やはり装備した隊員がスムーズに出入する

には，幅広く開放できるコの字形ドア一方式が便利で

あることもわかった.

(c) 接続機構について

進入袋相互の接続機構は，金属製フックとマジック

テープを併用した結合方法としたが，取扱操作も簡単

で級密にできることもわかった.

送風管と進入袋基部との接続部は，最初から固定で

きる機構としてもなんら支障がないので，経製の段階

で調整すべきであることもわかった.

(2) 進入袋の材質

(a) 生地強度について

第1表をみても明らかなように，進入袋の材質に

は，①ポリチューブ，②亜麻， ビニーノレ加工地，③綿

〔カナキン)，アルミックス加工地の3穫生地を用い，

引張強度，引裂強度および耐熱性能等を比較してみる

と，いずれも大同小異であり，中でも綿地にアノレミ y

クス加工を施したものが強度は若干落ちるが総体的に

は最も実用的であるように思われる

(b) 重量について

進入袋1本当りの重量については，第 1表からもわ

かるようにポリチューブのものが8.6kgで最も軽く，

つぎが亜麻ビニーJレ加工地の11.4kg，綿， アルミック

ス加工地は12kgで一番重い.

しかし，いずれにしてもこの程度の重量で、あれば¥

搬送および延長操作等にはなんら支障なく，容易であ

ることがわかった

(3) 進入袋の操作所要時分

(叫送風管のみの延長所要H寺分について

この進入袋を使用する場合，送風機の位置から目的

地までは送風管を結合，延長し，その先端に進入袋を

取付けて運用しなければならず， したがって送風機か

らの距離が遠ければ遠いほど送風管は長くなり，結合

所要時分も多くかかることになる

今回の実験では，直径40cm，長さ 5m送風管3本を

( 59 ) 



2名の操作員によって，同一操作を 3回繰返し結合延

長してみたが，その結果はそれぞれ71秒， 87秒， 95秒

で完了し送風管1本当りの所要時分は平均約30秒か

かることがわかった.

したがって，仮に目的地まで30mの距離があるとす

れば，長さ 5mの送風管6本延長する必要があり 3

分かかることがわかった.

(同進入袋の結合所要時分について

実験の結果は第 2表のとおりであるが，この実験は

いずれも 2名の操作員によって行なったものである.

また，外部操作とは袋の外部で結合操作をした場合

であり，内部操作とは 1木目の出入口から，折たたん

だ進入袋を持参して袋(空洞〉内に入り，袋(空洞〕

の内部で結合操作した場合である.

この表からもわかるように，外部操作の場合 1本

の進入袋を結合して完全にふくらむまでの所要時分が

40秒，さらにもう 1木を結合延長しでも30秒でできる

こともtつかった

しかし空洞内から操作した場合の所要時分は，外

部操作の約2倍の時間を要することがわかった

(c) 進入袋がふくらむまでの所要時分について

進入袋をあらかじめ結合し，内部の空気を抜いた状

態で，送風機を始動してから袋が完全にふくらむまで

の所要時分と送風機の種別J(性能〉および進入袋末端

関口部の大きさを変えて 4回の実験を行なってみ

た.

その結果は第3表のとおりであるが， この表からも

わかるように，進入袋のふくらみに要する時分は，送

風機の種類(性能〉によって大きく左右され，送風機

の風量およひ‘静圧の大なるほど早く，また進入袋末端

開口部の小さいほど早いことが認められ当然の結果と

いえる.

さらに， この 2つの条件がそろっていれば，進入袋

の断面は正しい円形になり，また袋の上部に落下物等

が載った場合の袋のひずみも小さいことがわかった

これらの実験に際して，送風している状態で 2本

目の袋の途中を90"折曲げてみたが，その部分の内部

の幅員は多少せばめられるが有効幅員66C1nから75cmあ

り，袋の直径(1.2m)の1/2以下にはならず，内部侵

入した隊員の行動に特に支障をおよぼすことはないこ

ともわかった.

(4) 各部の風速

進入袋末端関口部の絞り，および送風機の種類(性

能〉によって，各部の風速は第2図でみられるように

相違するが，袋(風洞〉内における人体に対する風

EE，および呼吸にはなんら支障なく，快適に行動で、き

ることもわかった.

さらに1 ~，煙室内に進入袋を伸展してみた結果，袋

内に煙が入ることはなく，実用に供することもわかっ

た.

5むすび

以上の実験結果の考察を要約すればつぎのとおりで

ある.

(1) 進入袋の材質，強度について

今回試作した 3種類の進入袋は，最初消粍品的な考

え方から1J:l発したため，生地強度をあまり重要視しな

かったのであるがE 今後の取扱い運用に際し，火災現

場で1回使用後消粍品にするか，それとも数回使用後

消粍品にするか，またはiJ11i品的な取扱いにするか等に

よって，生地強度の問題は解決できるものと恩われ

る.

(2) 進入袋の構造，寸度，重量等について

(a) 火災現場で使用する進入袋の使用条件は，複雑

であるため，必要以上に大きいものは不適である.す

なわち隊員が空洞内で自由に行動できるものであれば

よい.

したがって，空洞直径1.2m程度あればよいと思わ

れるーさらに 1本の長さについても，重量，結合所要

時分，取扱操作等を考慮して， 10m程度がー孫よいよ

うに思われる.

(防 防ぎょ隊員の出入する関口部については，チャ

ックを用いてみたが，小型チャックよりも大き自のも

のを使用した方が取扱い操作の点、において便利であ

り，また幅広く開放した方が装備した隊員は佼入しや

すいように思われる.

(c) 送風機の種類，性能，および進入袋末端の口径

等によって空洞内の風速は相違するが，進入袋内での

人体に対する風圧および呼吸等はなんら支障なく，快

適である

( 60 ) 

さらに， iE煙室内に進入袋を伸展しても，空洞 I!~ に

外部から煙の侵入は認められない.

以上:gi在までの実験研究結果を要約して紹介したの

であるが， この限煙進入装置は，今までにみられなか

った画期的なアイディアを基に試作し，研究してきた

もので，はじめに述べたように浪煙あるいは火災ガス

等の充満している火災室内に対しては大きな効果をあ

げ得るものと恩われるので， さらに一層の研究を続け

て行きたいと思う次第である
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